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班

優先して（重点的に）取り組むこと
関連する施策

（政策体系図参照）
選定の理由（概略）

䠣

○ᨻ⟇ㄢ㢟にᑐ応できる人ᮦを確保する （担当する分野）
３（７）䐤

(他ｸﾞﾙｰﾌﾟに関係する分野)（理由）
・⫋ဨᩘの㐺ṇ化（⫋ဨᩘの減ᑡ）にకい、様々なᨻ⟇ㄢ㢟にᑐ応できるよ
う、ᑡᩘ⢭㗦が求められる。そのためには、⫋ဨの能力Ⓨ、䝯ンタル䝦ル
ス䜈のᑐ応、㐺ṇな人事ホ౯など䜈の取り組みがᚲせとなる。

䠢

○㌟㏆な㞷場ᡤを確保する
（担当する分野）
３（２）②
ᶵ能的で用しやすい
䝛ット䝽ー䜽

(他ｸﾞﾙｰﾌﾟに関係する分野)（理由）
・㞷場ᡤがᑡなく、㐲い。
・地ᶒ者の༠力がᚓられにくい。

䠣

○地域医療環境の୍ᒙの充実、強化を図る
中᰾㝔や地域がんデ療㐃ᦠᣐⅬ㝔の体ไᩚഛ䜈の支を充実強化す
るとともにᑗ᮶的な医療環境の向上を図るため、デ㐃ᦠの強化にດめて
いくᚲせがある。

（担当する分野）
３（５）
Ᏻ心でき健康を保てる医
療体ไ

(他ｸﾞﾙｰﾌﾟに関係する分野)
１（５）
子どもも人も心と体の
健康づくり

（理由）
・市Ẹの医療環境の高ᗘ化と㉁の向上を図り、市Ẹの健康を確保していくた
め。

䠡

○豊かな自↛やイ䝧ント（⚍り）などのほග資※を活用し、まちの活性化を図
る

（担当する分野）
②ほග⣲ᮦを䝯ニュー化
してཷけධれ体ไをᩚえ
る。

(他ｸﾞﾙｰﾌﾟに関係する分野)
（理由）
・７᭶にⰼⅆ、䠔᭶ᙺኤ、９᭶おな䛤り、１０᭶ツ䝬ラ䝋ンと㛗期間イ䝧
ントを続けているとこ䜝はなかなかない。これを用して、እから᮶た人㐩に
่⃭をもらってほගのㄏᐈにつなげて、まちがඖ気になるようにもっていきた
い。

䠡

○まちのに䛞わいをつくり出すために、ಶᗑやၟᗑ街の活性化を図る

（担当する分野）
２（５）②中心ၟᗑ街の✵
きᗑ⯒、✵き地の活用を
進める。

(他ｸﾞﾙｰﾌﾟに関係する分野)
（理由）
・᪤Ꮡのၟᗑの活性化が事である。✵きᗑ⯒の支や、ಶᗑの䠬䠮事業は
今まで実している。今年は᪂たにまち䝊ミ事業を取りධれたりしている。さ
らにಶᗑとၟᗑ街の活性化にむけ、取り組んでいきたい。

提言事項

Ｄ

○若者の定住に結びつく雇用の場を確保する

（担当する分野）
２（１）①
２（２）①

(他ｸﾞﾙｰﾌﾟに関係する分野)
２（７）④（理由）

・若者の流出に歯止めをかけなければ、地域の活性化は望めない。

Ｄ

○力強く持続する農業
　・基幹産業である農業を後世にわたって維持していく
　・農業後継者の確保と６次産業化を含む農業の振興を図る

（担当する分野）
２（３）②

(他ｸﾞﾙｰﾌﾟに関係する分野)

（理由）
・高齢化が進んでいる。担い手が不足している。

Ｂ

○市を挙げて心と体の健康づくりに取り組む （担当する分野）
１（５）①～④
１（６）③
(他ｸﾞﾙｰﾌﾟに関係する分野)
１（９）①スポーツ
３（５）①②医療
３（１）③

（理由）
・自殺者全国トップ、ガンの死亡率も能代市は多い。

Ｃ

○誰もが気軽にスポーツを楽しめる環境づくりに取り組む
（担当する分野）
１（９）①

(他ｸﾞﾙｰﾌﾟに関係する分野)
１（５）①
１（６）①
１（４）④
１（２）③

（理由）
・生涯スポーツは、豊かな生活や生きがいづくりのほか、競技力・体力の向
上や健康の維持・増進の効果が期待されます。みんなが楽しめるチャレンジ
デーの開催なども望まれます。日常的にスポーツに親しむことのできるよう、
様々な年代、能力や趣味・関心、ライフスタイルに応じたスポーツの環境づく
りが求められます。

Ａ

コミュニティで支え合う特色ある地域づくりのために
○小さなコミュニティをつくり、そこに世代間交流ができる環境づくりをする。
○そのコミュニティの中には、これから子どもを産み育てる年代の家族が全
体の２０～３０％を目指す。
○市内の中の町内コミュニティをそれぞれ集約させて、小さなコミュニティを
あちこちに成立させる。

（担当する分野）
１（１）④
１（３）①②
(他ｸﾞﾙｰﾌﾟに関係する分野)
・雇用を生む。
・住環境を中心市街地に
集約する。
・医療充実を図る。（小
児、産婦人科）
・住宅を中心に求める場
合、固定資産税減免等
を。

（理由）
・広がっての町内活動では活性化しない。
・子育て世代がお互いに悩み等を相談できる環境づくりをし、世代間で支え
合う地域社会づくりを実現するため。

１　今後５年間で優先的に取り組む事項

班

優先して（重点的に）取り組むこと
関連する施策

（政策体系図参照）
選定の理由（概略）
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基本目標
政策

目標指標
目標数値
の方向性

19年度の
基準値

24年度の
現状値

29年度の
目標

その他 備考

１　㍤きとぬくもりのまち
（䠓）地域で社会で自立する㞀害者
㞀がい者支䝪䝷ン䝔䜱䜰団体登録者
数

増 125人 80人 100人 新規

䝪䝷ン䝔䜱䜰䝉ン䝍ー登録者数 増 5,148人 5,023人 6,000人

බ共タ等の䝞リ䜰䝣リー化の６㡯目ク
リ䜰率

増

（８）䜅る䛥との誇りをཷけ⥅䛠ᩥ化・ⱁ⾡

地༊の⚍りやኤ・民ⱁ能など䜈参
加を心がけている市民の割合

増
市民意識
調査

自学⩦䜾ルー䝥数（බ民㤋登録） 増 257団体 263団体 280団体 １（２）

自学⩦䜾ルー䝥会員数（බ民㤋登録） 増 4,249人 4667人 5,000人 １（２）

能代市民ⱁ能㐃合会加┕団体数 増 19団体 19団体 20団体

ᩥ化㈈保ㆤ༠会の会員数 増 121人 114人 150人

ᷓ山Ṕྐ䜺イ䝗の会会員数 増 42人 47人 50人

（䠕）䛰れもが気㍍にᴦしめる䝇䝫ー䝒
䝇䝫ー䝒にぶし䜣でいる市民（㐌୍ᅇ௨
ୖ）の割合

増
市民意識
調査

ඃ良➇ᢏ者・団体⾲ᙲ数（ᰤ光㈹） 増 134人 237人 250人

䝇䝫ー䝒ᑡ年団ㄆ定指ᑟ者数 維持 364人 451人 450人

䝞䝇䜿の街を他に誇れると思う市民の
割合

増
市民意識
調査

（10）ㄆめ合い支え合う社会䛵くり

୍人䜂とりのಶ性や能力をⓎできる
地域にな䛳ていると思う市民の割合

増
市民意識
調査

２　元気とうるおいのまち
（１）環境を᰾とした活力ある産業出

資源リサイクル㛵㐃新タ・増タ業数 増 0件 2件 7件

地域の資源を活用した商品や製品を利
用することを心がけている市民の割合

増
市民意識
調査

能代 のእ ・内 商⯪入 ⯪⯧数
（能代ⅆ力Ⓨ㟁所ᑓ用ᱞᶫを除く）

増 277㞘 203㞘 350㞘

能代 の㈌≀量（能代ⅆ力Ⓨ㟁所ᑓ用
ᱞᶫを除く）

増 483,562ｔ 333,450ｔ 571,000ｔ

（２）㞠用を産み出す業立地

新タ・増タ業数（リサイクル㛵㐃業
数を含む）

増 3件 7件 15件

᭷ຠồ人ಸ率 増 0㻚40ಸ 0㻚57ಸ
県ᖹᆒを
ୖᅇる

新規高༞者のᑵ⫋内定率 維持

（３）力強くて持続する農業

ᡓ␎స目５品目の生産出荷額 増 1,097百万円 1,500百万円 新規

ᢸいᡭ農地㞟✚率（ಶ人・㞟団を含む） 増

地元産の農産≀は安全でおいしいと思
う市民の割合

増
市民意識
調査

２　めざす目標指標

基本目標
政策

目標指標
目標数値
の方向性

19年度の
基準値

24年度の
現状値

29年度の
目標

その他 備考

１　輝きとぬくもりのまち
（１）コミュニティで支え合う特色ある地域づくり
自治会・町内会やボランティア活動など
市民活動に参加することを心がけている
市民の割合

増
市民意識
調査

ボランティアセンター登録者数 増 5,148人 5,023人 6,000人

（２）学び合い高め合って地域に活かす生涯学習

知識や特技を地区活動や行事で発揮す
ることを心がけている市民の割合

増
市民意識
調査

自主学習グループ数（公民館登録） 増 257団体 263団体 280団体

自主学習グループ会員数（公民館登録） 増 4,249人 4667人 5,000人

生涯学習指導者、ボランティア登録者数 増 27組 40組 50組

（３）地域で育み社会で支える子育て・子ども支援
子育てを地域で支えあう雰囲気があると
思う市民の割合

増
市民意識
調査

ファミリーサポートセンター会員登録数 増 12人 162人 200人

ファミリーサポート事業利用件数 増 1件 132件 150件

（４）次代を担う子どもの成長を支える学校教育

子どもが地区でのびのびと育っていると
思う市民の割合

増
市民意識
調査

（５）子どもも大人も心と体の健康づくり

からだが健康だと思う市民の割合 増
市民意識
調査

心が健康だと思う市民の割合 増
市民意識
調査

週３回以上運動・スポーツに親しんでい
る人の割合

増 新規
市民意識
調査

がん死亡率（人口10万人対） 減

自殺死亡率（人口10万人対） 減
県平均を
下回ること
を目指す

喫煙率 減 新規
市民健康
意識調査

（６）地域で活躍する元気な高齢者

高齢者人口に対する自立高齢者率 増

自治会・町内会やボランティア活動など
市民活動に参加することを心がけている
市民（高齢者）の割合

増
市民意識
調査

シルバー人材センターの登録会員数 増 391人 357人 400人

シルバー人材センターの就業延人員 増 40,029人 4,1959人 44,032人

（７）地域で社会で自立する障がい者

障害者計画に基づき入所施設から地域
生活へ移行する人数

増 0人 20人 40人

事業所における障がい者雇用率 増

障がいを持つ人も社会参加できる環境
が整っていると思う市民の割合

増
市民意識
調査
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基本目標
政策

目標指標
目標数値
の方向性

19年度の
基準値

24年度の
現状値

29年度の
目標

その他 備考

３　安全と安心のまち
（２）機能的で利用しやすい道路・交通ネットワーク

除排㞷やΎᤲ活ືなど、近所や自
会・⏫内会などで༠力しあう体制が整䛳
ていると思う市民の割合

増
市民意識
調査

ᕠᅇ䝞䝇の１౽ᖹᆒ利用者数 増 14㻚1人 13㻚0人 18人

（３）ຠᯝ的で調のとれた土地利活用

୰心市街地活性化㔜Ⅼ༊域の空き店舗
率

減

（４）ᛌ㐺で暮らしやすい住環境

水道普ཬ率 増

ở水ฎ理人ཱྀ普ཬ率 増

㣧用水の☜保や生活排水のฎ理など、
衛生的な生活環境は維持䛥れていると
思う市民の割合

増
市民意識
調査

（５）安心できᗣを保てる་⒪体制

㌟近なかかりつけ་を持䛳ている市民の
割合

増
市民意識
調査

㌟近なかかりつけ⸆ᒁを持䛳ている市民
の割合

増
市民意識
調査

（６）安のない生活を支える社会保㞀制度

ㄆ定者のうち、せㆤ２䡚５の割合 維持 新規

高㱋者人ཱྀにᑐする自立高㱋者率 増 １（３）新規

（䠓）ຠ率的で住民サー䝡䝇に資する⾜㈈政基┙

市⫋員は日㡭事を䜘くや䛳ていると思
う市民の割合

増
市民意識
調査

⫋員㐺ṇ化ィ⏬に基䛵く⫋員数 減 634人 516人 428人

市⛯の⣡率（現年度分）ಶ人市民⛯ 増

市⛯の⣡率（現年度分）ἲ人市民⛯ 増

市⛯の⣡率（現年度分）ᅛ定資産⛯ 増

市⛯の⣡率（現年度分）㍍自ື㌴⛯ 増

市の㈈政状ἣなどについてሗᥦ౪が
⾜われていると思う市民の割合

増
市民意識
調査

基本目標
政策

目標指標
目標数値
の方向性

19年度の
基準値

24年度の
現状値

29年度の
目標

その他 備考

２　元気とうるおいのまち
（３）力強くて持続する農業

学校給食で使用している野菜類のうち
秋田県産の割合

増

（４）山・川を生かす林業・木材産業・水産業

木材製品出荷額 維持 22,782百万円 15,485百万円 15,000百万円

木のぬくもりや木のまちとしての雰囲気
があると思う市民の割合

増
市民意識
調査

木の学校利用者数 増 10,975人 7740人 11,000人

共同研究等（委託を含む）で実際に商品
化できた件数

増 0件 1件 5件

松くい虫被害量 維持 970㎥ 2,488㎥ 2,500立方

漁獲高（海） 維持 159ｔ

（５）まちのにぎわいをつくり出す商業

地元商店街や近所の商店を利用するこ
とを心がけている市民の割合

増
市民意識
調査

商店街の空き店舗率 維持

（６）豊かな自然とその恵みを活かす観光

観光客入込客数 増 1,397,546人 1,410,593人 1,800,000人

豊かな自然や特色ある郷土料理など、
他に誇れる観光資源があると思う市民
の割合

増
市民意識
調査

（7）自然と共生し地域で支える環境保全

米代川やきみまち阪、風の松原などの
豊かな自然は、他に誇れると思う市民の
割合

増
市民意識
調査

能代クリーンパートナー登録団体数 増 17団体 30団体 新規

（８）資源を大切にし社会を持続できる衛生環境

１人１日あたり家庭系ごみ排出量（リサ
イクルできるものを除く）

減 642ｇ 525ｇ

限りある資源を大切にするため、紙類な
どを資源ごみに分別することを心がけて
いる市民の割合

増
市民意識
調査

３　安全と安心のまち
（１）安全な暮らしを守る防災・防犯体制

災害などもしもの場合に普段から備える
ことを心がけている市民の割合

増
市民意識
調査

防災訓練参加者数 増 6,269人 11,788人 8,000人

消防団員の定員の充足率 増

がけ地近接等の危険住宅の戸数 減 62戸 61戸 60戸

能代警察署管内の交通事故死者数 減 5人 4人 0人

能代警察署管内の犯罪件数 減 610件 317件 280件

（２）機能的で利用しやすい道路・交通ネットワーク

道路の整備延長（改良率） 増

道路の整備延長（舗装率） 増
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Ａ　班
䠍（４）ḟ௦を担う子どもの成㛗をᨭ䛘る学校教育

地域の高㱋者 ఏ⤫ⱁ能の⥅ᢎ
学校と地域のὶ

䠬䠰Ａ ᑂ者対策（ぢᏲり活動等）
ボランティア団体

ぢᏲり㝲
市ෆ企業 ⫋ሙ体㦂
商ᗑ 䝕䝳ア䝹䝅䝇テ䝮

学校 子どもた䛱に関する情報のඹ᭷
教育ጤဨ会 䜲䝆䝯を↓䛟する
㆙ᐹ 学校と地域のὶ

学校の✚ᴟ的な活用
学校開放᪥の࿘▱
体㦂学⩦の活（䜻ャン䝥など）
␗動の㛫㝸を㛗䛟し䚸子どもとゐれྜう㛫を増やす
ᑂ者対策（ぢᏲり活動等）

䠞　班
䠍（５）子どもも大人も心と体の健康䛵䛟り

䜺ン᧞⁛運動
　運動⩦័
　ῶሷを心䛜ける
　⚗↮運動
　㣧㓇䛿適㔞を心䛜ける
　㣗生活の改ၿ
᳨デのཷデ
自↛の中で暮らすラ䜲䝣䝇䝍䜲䝹䜈の㌿
家ᗞෆの会ヰをከ䛟する

健康推進ဨ ᳨デཷデ率の向上
民生ጤဨ 䜺ン᧞⁛運動
自治会 ᝎ䜏䛤と┦ㄯ

自Ṛ対策ボランティア
䠬䠰Ａ

健康䛵䛟り䝃ー䜽䝹
᪂⪺♫ ᳨デのཷデを່める
医療機関

市 事業ᡤ䜈のຓ成
㣗生活の改ၿ（家ᗞの䜏䛭Ồ調ᰝ）
䜺ン᧞⁛運動
᳨デཷデ率の向上
䜺ン᳨デ䚸䝢䝻䝸⳦の᳨ᰝ
䜺ン患者団体䜈のຓ

各種団体等

事業者等

行政機関

事業者等

行政機関

市民

市民

各種団体等

３　ᇶᮏ構でめ䛦すጼや≧ែに㏆䛵䛟ために⪃䛘られる䛂ᮃ䜎しいྲྀ⤌䛃と䛭の䛂担いᡭ䛃

Ａ　班
䠍（䠍）䝁䝭䝳䝙ティでᨭ䛘ྜう≉Ⰽ䛒る地域䛵䛟り

役割（ᮃ䜎しいྲྀ⤌）（䈈をする（とめ䛦すጼや≧ែに㏆䛵䛟））
高校生・ⱝ者 㛗ᮇఇᬤを利用した地域活動（ボランティア活動）
地域住民 ⚍りにⱝ者をཧ加䛥䛫る

自治会 ㄡ䛜ㄞ䜣でも䜟かる地༊防⅏䝬䝙䝳ア䝹の作成
自治会㐃ྜ会 䢊䢚䢓䢙䡿䡤䡭活動の報࿌等䚸活動の࿘▱にດめる

䢊䢚䢓䢙䡿䡤䡭㐃⤡協㆟会 㟷ᖺ会の㐃ᦠ
市ෆ企業 ಶ人の䢊䢚䢓䢙䡿䡤䡭をᨭ䛘る⤌䜏䛵䛟り

市 ಶ人のボランティアをᨭ䛘る⤌䜏䛵䛟り
県 高校生にボランティア༢を䛘る⤌䜏䛵䛟り
学校 ᑡ子対策として䚸፧活や子䛵䛟りᨭの⿵ຓ等にྲྀり⤌䜐

市民に対して䜟かりやすい情報提供を行う
䝸ー䝎ーの育成

Ａ　班
䠍（䠎）学䜃ྜい高めྜ䛳て地域に活かす生ᾭ学⩦

ⱝいୡ௦ ⱝい人の意識䛜పいため䚸䝇䝍ー䝖地Ⅼでの置けを行う
⌧役（ാいている）ୡ௦

㟷ᖺ会 ⱝい人の意識䛜పいため䚸䝇䝍ー䝖地Ⅼでの置けを行う
自治会
䠬䠰Ａ

市 生ᾭ学⩦䝸ー䝎ーのㄆ定制度
学校 子ども会に対するᨭ

Ａ　班
䠍（３）地域で育䜏♫会でᨭ䛘る子育て・子どもᨭ

地域住民 ୡ௦㛫のὶ
通安全䚸子どものぢᏲり

子育て䝃ー䜽䝹 通安全䚸子どものぢᏲり
自治会 ୡ௦㛫のὶ
子供会 ⏨ዪඹྠཧ⏬の成⇍
䠬䠰Ａ

⪁人䜽ラ䝤
市ෆ企業 ⫋ሙ環境の改ၿ

ẕぶに対するᨭ

国 子どもを増やす政策䛜ᚲせ
県 䠎４㛫体制の保育設
市 高㊧地䜈のὶ䜶䝸ア

⏨ዪඹྠཧ⏬の成⇍
䝣䜯䝭䝸ー䝃䝫ー䝖䝉ン䝍ーのᗈ報

各種団体等

事業者等

行政機関

市民

各種団体等

事業者等

担いᡭ（䈈（ㄡ）䛜）

市民

各種団体等

事業者等

行政機関

市民

行政機関
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䠟　班
䠍（䠔）䜅る䛥とのりをཷけ⥅䛠ᩥ・ⱁ⾡

子供会 学⩦発⾲会
地域のᑠ中学生

ᷓᒣṔྐ䜺䜲䝗 ⲡส作業
ボランティア ほ光ᐈに対する土᪥の対ᛂ

民ⱁ能㐃ྜ会 民調ᰝ
ⱁ⾡ᩥ協会 民⦅の報࿌᭩を発行する
ᩥ㈈保ㆤ協会 ྂᩥ᭩の発᥀・解ㄞ者の育成
㣧㣗業者 䜲ベン䝖の㣗事の᩷᪕

市 ᷓᒣᇛ㊑・大㤋㊧の発᥀調ᰝ（㻝㻜䜹ᖺィ⏬）
県 Ṕྐ㈨ᩱ㤋・⨾⾡ᒎ♧㤋のᩚഛ
国 ྐ㊧公園䝖䜲䝺のᩚഛ
学校 ᷓᒣᓫᚨ㤋のᒎ♧物の充実

㈈政・人的ᨭ
民ⱁ能䜈のຓ成
ఏᢎ民ᨭᇶ金の創設
ྂᩥ᭩の発᥀・解ㄞ者の育成
ྂᩥ᭩㤋をᅗ᭩㤋にే設

䠟　班
䠍（䠕）䛰れも䛜Ẽ㍍にᴦしめる䝇䝫ー䝒

∗ẕ 䝞䝇䜿䝃䝬ー䜻ャン䝥の᳨ウ
ᑂุဨ ⥲ྜᆺ䝇䝫ー䝒䜽ラ䝤を増やす

䝇䝍ー㑅ᡭ
体育協会 ୍⯡ཧ加䛜ྍ能な䝞䝇䜿大会をᖺ４ᅇ開ദ

䝇䝫ー䝒ᑡᖺ団 䝇䝫ー䝒䝸ー䝎ー䝞ン䜽の創設
自治会 䝞䝇䜿䝃䝬ー䜻ャン䝥の᳨ウ

䠫䠞・䠫Ｇ会 ⤫ྜᆺ䝇䝫ー䝒䜽ラ䝤を増やす

学校・教ဨ ᣦᑟ者の⤌⧊
ア䝸䝘䝇の᭷効活用
⥲ྜᆺ䝇䝫ー䝒䜽ラ䝤を増やす

䠟　班
䠍（䠍䠌）ㄆめྜいᨭ䛘ྜう♫会䛵䛟り

እ国ㄒᣦᑟ者になる

ボランティア䝉ン䝍ー 国㝿ὶ䝩ー䝮䝇テ䜲の実
᪥ᮏㄒ学⩦会 እ国ㄒᣦᑟ者の㣴成

商ᕤ会 ዪᛶの㉳業䝉䝭䝘ーの開講
䝝䝻ー䝽ー䜽

市 Ａ䠨䠰と市民とのὶ会を開ദ
教育ጤဨ会 እ国ㄒᣦᑟ者を育成する
Ａ䠨䠰 ボランティア㣴成講座を開ദ
教ဨ 」ᩘのゝㄒに䜘る⾲♧を行う（⡿・中・㡑）

行政機関

各種団体等

事業者等

行政機関

市民

各種団体等

事業者等

市民

各種団体等

事業者等

行政機関

市民

Ｂ　班
１（６）地域で活躍する元気な高齢者

清掃活動等の高齢者による地域ボランティア活動の推進
高齢者が児童公園等に草花を植える

自治会 高齢者の孤立化を防ぐ
いきいきサロン 自治会の活性化

気軽に集まれる場の開放

市 高齢者の孤立化を防ぐ
生きがいを持てる活動の場の紹介
空き地（個人所有地）の積極活用
高齢者が参加できる軽作業を考える
空き地（個人所有地）の積極活用
（サロン）リーダーの育成

Ｂ　班
１（７）地域で社会で自立する障がい者

障がい者 清掃活動

社会福祉協議会 障がい者人材センターを作る

公共交通機関のノンステップ化
障がい者団体への仕事の提供

市 バリアフリー化のさらなる推進
県 相談窓口のPR
国 親の育成講座

とらいあんぐる 障がい者人材センターを作る
障がい者団体への仕事の提供
公共交通機関のノンステップ化

行政機関

行政機関

市民

各種団体等 傾聴・点訳等のボランティア
障がい者に対する理解を深める（障がい者福祉大会、ス
ポーツ大会、であいのコンサート）

事業者等

市民

各種団体等

事業者等

76 77



Ｄ　班
䠎（４）ᒣ・ᕝを生かすᯘ業・ᮌᮦ産業・水産業

ᮌ㐀住Ꮿを㑅ᢥする
ᮡのྡ่を活用する

᳃ᯘ⤌ྜ 㛫ఆṧᮦ等を䝞䜲䜸䝬䝇発㟁や䝨䝺䝑䝖等に活用する
ᮌᮦ関㐃事業者 ᮡを構㐀ᮦとして活用できるᕤἲの開発

ᮌのⰋ䛥にぶしめる䜘うな商品開発・販
ᮡ䝕䝇䛟䜣などをẼ㍍に㉎入できる䜘うにする

市 学校をᮌ㐀にする
県 ᮡを構㐀ᮦとして活用できるᕤἲの開発
国 ᮌを用した⾤な䜏

ᮌᮦ高度加ᕤ◊✲ᡤ

Ｅ　班
䠎（５）䜎䛱のに䛞䜟いをつ䛟りฟす商業

各団体の䝛䝑䝖䝽ー䜽構築

商ᗑ⾤ ㉳業をᮃ䜐人に空きᗑ⯒を㈚しฟす
商ᗑ ᑠつᶍでも通ᖺで䜲ベン䝖をከ䛟開ദし䚸㈰䜟いを創ฟする

　䜻ャン䝨ーンや割ᘬ販
各分㔝に䛚けるᚋ⥅者の育成
能௦・䝒地域᪉で利用できる⯆ๆの拡大

各分㔝に䛚けるᚋ⥅者の育成ᨭ
能௦・䝒地域᪉で利用できる⯆ๆの拡大

Ｅ　班
䠎（䠒）㇏かな自↛と䛭のᜨ䜏を活かすほ光

ほ光協会 ᪧኳ⚄ᑠを活用した䜹䝚ー〇作
ほ光䜺䜲䝗 ᑠのラ䝮䝃ー䝹᮲⣙Ⓩ㘓

ᷓᒣṔྐ䜺䜲䝗の会 能௦ኤのᖖ設ᒎ♧体㦂ሙ
Ⲕ⏿ボランティア ྐ㊧・自↛᥈ゼを┠的とした䜺䜲䝗◊修

㢼のᯇཎにᏲられる人䚻の会 㢼のᯇཎで（䝜䝹䝕ィ䝑䜽）䜴䜷ー䜻ン䜾・䝬ラ䝋ン大会
地域活ᛶ協㆟会 自↛ほᐹ会

䛚とも自↛の会・土地改Ⰻ༊

᪑行会♫ ほ光㈨※の活用（ⓑ⚄䜽䝹ー䝈䚸ᾏ上ⰼⅆ大会䚸自↛᥈ゼ）
䝞䝇会♫
商ᕤ会㆟ᡤ

䠦䠮
商ᕤ会㆟ᡤ㟷ᖺ㒊

市 地域と㐃ᦠした䜲ベン䝖（ᱜ䜎つり䚸⣡㇋䜎つり䚸Ⲕ体㦂等）
教育ጤဨ会（学校） 体㦂学⩦の促進

各種団体等

事業者等

行政機関

行政機関

市民

各種団体等

事業者等

行政機関

市民

市民

各種団体等

事業者等

Ｄ　班
䠎（䠍）環境を核とした活力䛒る産業創ฟ

㈨※䝸䝃䜲䜽䝹䚸䛤䜏の分ู（ᅇ収㻮㻻㼄䚸生䛤䜏ሁ⫧等）

ᯘ家・ᮌᮦ事業者
㢼力発㟁ᡤ
商ᕤ業者 商品ෆ䛜できるሙᡤを作る

䝸䝃䜲䜽䝹㉳業
能௦ 䝸䝃䜲䜽䝹䝉ン䝍ー

㉳業者
市 能௦の≉ᚩ䛜䜟かる地域産業䜹䝍䝻䜾の作成

地域の口䝁䝭を利用した䠬䠮
䝸䝃䜲䜽䝹 としての活用

Ｄ　班
䠎（䠎）㞠用を産䜏ฟす企業❧地

市民の⥲力をᢞ䛨た企業ㄏ⮴活動
地域㈨※を活用した加ᕤ品の開発䚸農産物の商品

関ᮾ能௦会 䝸䝇䜽分ᩓに䜘る企業❧地

企業 農産物の加ᕤ・商品
㖟行 地域㈨※（農産・ᯘ産物）を活用した加ᕤ品の開発

⼥㈨等に䜘る企⏬の䝃䝫ー䝖
እ㒊㈨金を活用し䚸地ሙ産品との㐃ᦠをᅗる
アンテ䝘䝅䝵䝑䝥を作り䚸地域እ䜈の情報発信や㞠用に⧅䛢る

市 ㉳業しやすい環境䛵䛟り
県 ㉳業ཷ❆口の䜘うな⥲ྜෆ᭩の設置
㆟ဨ 大学・ᑓ㛛学校をㄏ⮴する

ⱝ者䛜集䜎るሙᡤを作る
情報発信

Ｄ　班
䠎（３）力ᙉ䛟てᣢ⥆する農業

地ሙ産品を㉎入する

䠦Ａ 農商ᕤ㐃ᦠに䜘る䠒ḟ産業を進める
農家 高加価値の農作物を作る

加ᕤ⤌ྜ 農産物加ᕤ品の開発
道の㥐 ὶ通の⡆⣲

商ᕤ会㆟ᡤ 地産地消の推進
䝖䝑䝥䝉ー䝹䝇を✚ᴟ的に行う
つ᱁እ品の加ᕤ・販

市 農商ᕤ㐃ᦠに䜘る䠒ḟ産業を進める
学校 䝖䝑䝥䝉ー䝹䝇を✚ᴟ的に行う

土地改Ⰻ༊ 地産地消の推進
学校⤥㣗䜈地ሙ産品を活用
༊⏬ᩚ理率の向上をᅗる
農地の集✚をᅗる

各種団体等

事業者等

行政機関

行政機関

市民

各種団体等

事業者等

行政機関

市民

市民

各種団体等

事業者等

再生ྍ能䜶䝛䝹䜼ー産業の創ฟ（ኴ㝧光・䝞䜲䜸䝬䝇・ᑠ水
力・㢼力・も䜏䛜ら䝨䝺䝑䝖　等）

䝸䝃䜲䜽䝹に関するඛ進的なྲྀ⤌を行い䚸関㐃する企業集
✚をᅗる
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Ｆ　班
３（䠍）安全な暮らしをᏲる防⅏・防≢体制

㆕㞴カ⦎の実
㑊㞴ሙᡤの☜ㄆ

自治会 䛆防⅏䛇
ⅆ⅏ண防⤌ྜ 住Ꮿ用ⅆ⅏報▱ჾの設置率を高める
通安全協会 地域の䝁ン䝡䝙等と㐃ᦠして㠀ᖖの協力体制を
通安全ẕの会 䛆防≢䛇

䠬䠰Ａ 行政機関と㐃ᦠして通学路のⅬ᳨・䝟䝖䝻ー䝹を行う
፬人会

䛆通事ᨾ䛇
高㱋者のචチ㏉⣡の推進䚸⤒Ṕ（生ᾭ）ド᫂᭩を発行
自㌿㌴や自動㌴の䝬䝘ー向上のため⾤㢌ᣦᑟを行う

事業ᡤ 䛆防⅏䛇
䝁ン䝡䝙䜶ン䝇䝇䝖ア 㠀ᖖの㣗ᩱ・水の☜保のための協力体制（協定⥾⤖）

䛆防≢䛇
䜸䝺䜸䝺ブḭ等の防Ṇのためኌかけを行う

国・県・市 䛆防⅏䛇
学校 ዪᛶ消防団ဨ・機能ู消防団ဨの☜保
㆙ᐹ 各行政機関で防⅏ィ⏬のぢ┤し

住Ꮿ用ⅆ⅏報▱ჾの設置率を高める
䝝䝄ー䝗䝬䝑䝥の作成（ᶆ高・㊥㞳・㛫等の⾲♧）
防⅏教育を行う
防⅏↓⥺の設置
䛆防≢・通事ᨾ䛇
地域と㐃ᦠして通学路のⅬ᳨を行う（⾤ⅉ設置䚸䢆䢛䢀䢗䡬䢕等）
ブḭやゼၥ販等の䝖ラ䝤䝹に関するຮᙉ会やኌかけを行う

ᗈ報䚸䝯ー䝹䚸ᅇぴᯈ等を活用した情報ඹ᭷のᙉ

Ｆ　班
３（䠎）機能的で利用しやすい道路・通䝛䝑䝖䝽ー䜽

土地ᡤ᭷者 㞷ሙᡤの☜保に協力する
中高生 㝖㞷ボランティア

自治会 㞷ሙᡤの☜保のため地域で協力する
ボランティア 高㱋ୡᖏ䜈の㝖㞷ボランティア

自治会での定ᮇ的な㝖㞷活動
䝞䝇会♫ 䝞䝇利用者アン䜿ー䝖で運行㛫や路⥺をぢ┤す
䝍䜽䝅ー会♫ ㆤ䝍䜽䝅ーのᑟ入

国・県・市 㞷ሙᡤの☜保のため土地ᡤ᭷者䜈ᡴデ
自治会に対して㝖㞷用㔜機を㈚しฟす
᭷ൾボランティアのᑟ入の᳨ウ
高㱋ୡᖏ䜈のᨭ

行政機関

各種団体等

事業者等

行政機関

市民

各種団体等

事業者等

市民

Ｅ　班
䠎（䠓）自↛とඹ生し地域でᨭ䛘る環境保全

ᒣの会（能௦・䝒） Ⓩᒣ・䝖䝺䝑䜻ン䜾等の䝁ー䝇䝬䝑䝥の作〇䚸ෆᯈ設置
ほ光䚸Ṕྐ等の䜺䜲䝗の会 自↛ほᐹ会を通䛨て環境学⩦にྲྀり⤌䜐

⪁人䜽ラ䝤 ⾤なか䚸ᯇཎ䚸ᾏ・ᕝなどの䛤䜏ᕠᅇᣦᑟ
፬人会 ⾤路ᶞの定

自治会・⏫ෆ会 ⰼを᳜䛘る運動
⡿௦ᕝをᏲる会 䜽䝸ーンア䝑䝥活動

䛚とも自↛の会・土地改Ⰻ༊ 䜺䜲䝗の◊修
㢼のᯇཎにᏲられる人䚻の会

㯮ᯇの会
ボランティア団体

国土通┬ 自↛ほᐹ会を通䛨て環境学⩦にྲྀり⤌䜐
国・県・市 Ⓩᒣ・䝖䝺䝑䜻ン䜾等の䝁ー䝇䝬䝑䝥の作〇䚸ෆᯈ設置

Ｅ　班
䠎（䠔）㈨※を大ษにし♫会をᣢ⥆できる環境衛生

㈨※䛤䜏の分ูのᚭᗏ
䝬䜲䝞䝑䜾運動

䝃ー䜽䝹㐃ྜ会 ㈨※䛤䜏の分ูのᚭᗏ
商ᕤ会ዪᛶ㒊 䝬䜲䝞䝑䜾運動
፬人会
⪁人䜽ラ䝤

企業 ㈨※䛤䜏のᅇ収（⣬㢮䚸ア䝹䝭䚸䝨䝑䝖ボ䝖䝹䚸䝖䝺ー等）
䛤䜏ᅇ収業者 㟁〇品のᅇ収

䝸䝃䜲䜽䝹䝅䝵䝑䝥 ᗫ㣗Ἔᅇ収をᚭᗏし䚸㻮㻰㻲の〇㐀を行う
䡹䡬䢆䢛䡬・䡸䡪䡫䢇䢛䢙䡴䢚䡺䢙䡼䡬 㻮㻰㻲を䜶䝁䝞䝇等に活用する

㻮㻰㻲〇㐀業者

市 ㈨※を大ษにするᣦᑟ教育
保健ᡤ 上下水道のᩚഛ
学校

行政機関

市民

各種団体等

事業者等

行政機関

市民

各種団体等

事業者等
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Ｇ　班
３（䠒）安のない生活をᨭ䛘る♫会保㞀制度

制度を理解する

医師会 医療と⚟♴の㐃ᦠをᅗる
病院 ㆤண防対策

民㛫⚟♴設
䠪䠬䠫
市 ♫会保㞀制度の䠬䠮をᚭᗏする

地域ໟᣓᨭ䝉ン䝍ー ㆤண防対策

Ｇ　班
３（䠓）効率的で住民䝃ー䝡䝇に㈨する行㈈政ᇶ┙

国・県・市 ᗈ域的な⣡ᩚ理にྲྀり⤌䜐

各種団体等

事業者等

行政機関

市民

各種団体等

事業者等

行政機関

市民

Ｆ　班
３（３）効果的で調和のとれた土地利活用

自治会 空き家に関する情報収集に協力する（市）

耕作放棄地対策として農産物の商品価値を高める
ベンチャー企業 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　販路開拓

市 空き家に関する情報提供を行う
定住人口を増やすため全国から募集を行う

Ｆ　班
３（４）快適で暮らしやすい住環境

公園の清掃などを行う

自治会 公園の清掃などを行う
ボランティア

通信業界 光通信地域を拡大する

市 上下水道の加入率向上のため水質や衛生面の向上をPRする

学校 子どもに対して生活環境教育を行う
情報・通信環境の充実

Ｇ　班
３（５）安心でき健康を保てる医療体制

かかりつけ医・薬局の意義を理解する
救命技能を修得する
献血に協力する

市民ボランティア 患者の意識改革
献血運動の推進

医師会 地域医療体制の再構築
薬剤師会 中核病院や開業医の役割分担
開業医
中核病院
国・県・市 地域医療体制の再構築
消防 医師育成のための奨学金制度の創設

ＡＥＤの設置促進
救命技能講座
献血の啓発

行政機関

各種団体等

事業者等

行政機関

市民

各種団体等

事業者等

市民

各種団体等

事業者等

行政機関

市民
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（䠕）䛰れもがẼ㍍にᴦしめるス䝫ーツ

○「生ᾭス䝫ーツのもたらす効果」を「生ᾭス䝫ーツのᬑ及」とする。
○「社会体育」という表現がᑡし䜟かりに䛟い。ูの表現はないか。
○「知名度を高めています。」の表現は、え䜀「知名度が高い」など、ᕷ民ព識調ᰝの⤖果も
考៖した表現の᪉が適ษではないか。
○「能代䜹ッ䝥やき䜏まち二ツ井䝬䝷䝋䞁は、全国に発ಙできるス䝫ーツ䜲䝧䞁トとして」の部分
を、え䜀「能代䜹ッ䝥やき䜏まち二ツ井䝬䝷䝋䞁など、全国に発ಙできるス䝫ーツ䜲䝧䞁トを㛤
ദし～」というように、２䜲䝧䞁トに㝈定䛫䛪、᪂たな䜲䝧䞁トの㛤ദをも考៖した形にする。
○「体育施設の状況」という表現を「ス䝫ーツ施設の状況」とする
○体育施設の状況に䛴いて、能代地域と二ツ井地域で分け䛪に᭩䛟。
○「ษ▼䝣䜯䝭䝸ー䝀䝺䞁䝕」の๓に「二ツ井き䜏まちス䝫ーツク䝷䝤が㐠Ⴀする」をධれる。
○「ከᵝするᕷ民䝙ー䝈䜈の対応や効率的な管⌮㐠Ⴀ等を図るため、ᕷの施設は指定管⌮
者制度を導ධしました。」と表現をኚ᭦する。
○䐟は、「健康増㐍や生きがい䛵䛟り、➇技力向ୖなどの、ᖜ広いᖺ代ᒙのከᵝな䝙ー䝈に応
䛨、生ᾭス䝫ーツを㐍めて～」と表現をኚ᭦する。
○䐠は、「ス䝫ーツ指導者の㣴成」を、「ス䝫ーツ指導者の育成及び組⧊」とする。
○③は、施策名を「ス䝫ーツによる≉Ⰽあるまち䛵䛟りをᒎ㛤する」とする。
○③の、「⾤䛵䛟り」を「まち䛵䛟り」とする。
○③の、「≉Ⰽあるス䝫ーツのまち䛵䛟り」を「ス䝫ーツによる≉Ⰽあるまち䛵䛟り」とする。
○④は、施策名の「体育施設」を「ス䝫ーツ施設」とする。
○④は、「能代地域と二ツ井地域」の表現を「本ᕷ」とする。
○④は、「ス䝫ーツ施設を指定管⌮者で㐠Ⴀし」を「ス䝫ーツ施設の管⌮㐠Ⴀ者と㐃ᦠして」とす
る。

（㻝㻜）ㄆめ合い支え合う社会䛵䛟り

○本文୰の「ཷけධれ」の部分を削除してはどうか。
○ྍ能であれ䜀、ཎ発の内ᐜを┒り㎸䜐䛣とも検討してḧしい。
○䐟は、施策名及び本文の「広める」を「高める」とする。
○③は、施策名の「守る」を「高める」に、本文の「守って」を「高めて」にኚ᭦する。

２　ඖẼとうるおいのまち

（１）環境を᰾とした活力ある⏘ᴗฟ

○③に、「䝞䜲䜸䝬ス䝍䜴䞁ᵓを推㐍」とあるが、ఱを指すのか不᫂░であるため、もうᑡし᥀
りୗ䛢て記㍕してはどうか。

（２）㞠用を⏘䜏ฟすᴗ❧地

○概ね良い。

（３）力ᙉ䛟てᣢ続する㎰ᴗ

○④の、「地域が一体となった取組」とあるが、♧をฟしたら䜲䝯ー䝆しやすいのではないか。

（４）山・ᕝを生かすᯘᴗ・ᮌ材⏘ᴗ・Ỉ⏘ᴗ

○概ね良い。

（５）まちのに䛞䜟いを䛴䛟りฟすၟᴗ

○概ね良い。

（６）㇏かな⮬↛と䛭のᜨ䜏を活かすほග

○現状と課題に、「㇏かな⮬↛とṔྐを活かすほග」を追加してはどうか。
○施策の᪉向に、施策「䐣Ṕྐと⮬↛を活かしていきます」を追加してはどうか。

（㻣）⮬↛とඹ生し地域で支える環境保全

○概ね良い。

（䠔）資※を大ษにし社会をᣢ続できる⾨生環境

○概ね良い。

参考事項

（「現状と課題」「施策の方向」に関する意見）

基本目標

政策

１　輝きとぬくもりのまち

（１）コミュニティで支え合う特色ある地域づくり

○ボランティアという言葉が多いので、減らした方が良い。
○「重要性が認識されています」を「重要性が認識されてきています」にした方が良い。
○①は、「コーディネート機能」の部分を、「各種調整機能」など分かりやすい表現にできない
か。

（２）学び合い高め合って地域に活かす生涯学習

○①は、リーダーの認定制度の設立についても追加した方が良い。
○②は、「既存施設の活用」の部分について、「活用」の表現を変えてはどうか。
○③は、子供会活動の活性化を図るとともに、支援をしていくといった表現としてはどうか。

（３）地域で育み社会で支える子育て・子ども支援

○「国では、企業における従業員…」のような表現にした方が良いのでは。

（４）次代を担う子どもの成長を支える学校教育

○「態度」の表記が多い。また、「態度」という表現を変えられないか。

（５）子どもも大人も心と体の健康づくり

○生活習慣病の部分が分かりにくいため、注釈を入れてはどうか。
○特定健診・がん検診等の受診率の状況に触れた方が良いのでは。
○①は、「ゲートキーパー」について、馴染みがないため注釈を入れた方が良い。
○②は、「受診率を高める」という文言を追加してはどうか。
○④は、「地域資源の掘り起こし」について例示が必要では。

（６）地域で活躍する元気な高齢者

○概ね良い。

（７）地域で社会で自立する障がい者

○概ね良い。

（８）ふるさとの誇りを受け継ぐ文化・芸術

○文化・芸術活動の部分に、二ツ井地区の内容が不足している。
○市史について、近世以降、近代（明治～昭和初期）についても今後取り組んで欲しい。
○②は、二ツ井地区の施設の利活用及び旧能代地区との交流についても触れて欲しい。
○④の部分に関し、近代についての通史の発刊も希望します。
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３　安全と安心のまち

（１）安全な暮らしを守る防災・防犯体制

○空き家等の増加に関し、「増加傾向にあり」の部分は、現状に合っていないので削除しては。
○「団員確保に向けた積極的な取組」に、「引き続き」の文言を追加してはどうか。
○「火災の状況と予防」は、本文を「常備消防は、能代山本圏域で広域的に実施され、初動・応
援態勢が整備されました。
管内の火災発生件数は、全国平均よりやや低い状態で推移していますが、死者の発生率は高
い状態です。今後も火災予防及び住宅火災による死者の低減を図るため、住宅用火災警報器
の設置指導に努める必要があります。」としてはどうか。
○③は、文章の校正が必要と考える。

（２）機能的で利用しやすい道路・交通ネットワーク

○「秋田北空港ＩＣ」を「大館能代空港ＩＣ」のように、正式名称の表記としては。
○「基本計画のまま残されています」を「早期着工が望まれます」としては。
○④の、「二ツ井～鷹巣間」を「二ツ井白神ＩＣ～大館能代空港ＩＣ」のように、正式名称の表記と
しては。

（３）効果的で調和のとれた土地利活用

○概ね良い。

（４）快適で暮らしやすい住環境

○概ね良い。

（５）安心でき健康を保てる医療体制

○概ね良い。

（６）不安のない生活を支える社会保障制度

○概ね良い。

（７）効率的で住民サービスに資する行財政基盤

○６は、後段の表現を「地域主権改革に伴う政策課題等に対応できるよう、政策形成能力や専
門知識を有する人材の採用や育成を図ります。
また、一定の期間において専門的な知識・技能が必要とされる職種には、任期付職員の採用を
検討します。」と修正してはどうか。
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䊡　め䛦す目標指標の᥎移

２４年度 ２９年度

１９年度
現状

２䠌年度
ᐇ⦼

２１年度
ᐇ⦼

２２年度
ᐇ⦼

２䠏年度
ᐇ⦼

２４年度
現状

２９年度
目標

6㻘000人 6㻘500人

5㻘148人 5㻘243人 5㻘641人 4㻘863人 4㻘797人 5㻘023人 6㻘000人

285ᅋయ 310ᅋయ

257ᅋయ 276ᅋయ 278ᅋయ 269ᅋయ 263ᅋయ 263ᅋయ 280ᅋయ

4㻘500人 4㻘600人

4㻘249人 4㻘529人 4㻘504人 4㻘140人 4㻘667人 4㻘667人 5㻘000人

40⤌ 50⤌

27⤌ 27⤌ 34⤌ 34⤌ 37⤌ 40⤌ 50⤌

100人 150人

12人 108人 135人 145人 162人 162人 200人

50௳ 75௳

1௳ 14௳ 28௳ 12௳ 132௳ 132௳ 150௳

0ᰯ 0ᰯ

5ᰯ 2ᰯ 2ᰯ 2ᰯ 0ᰯ 0ᰯ －

14ᰯ ᰯ

12ᰯ 12ᰯ 12ᰯ 13ᰯ 16ᰯ 14ᰯ －

5㻑ቑ 10㻑ቑ

574人 563人 509人 446人 367人 － －

（５） Ꮚどもも人もᚰとయのᗣづくり【㻔㻪_㻨㻕 不ㄪ】

からだがᗣだと思う市民の
割合

ᚰがᗣだと思う市民の割合

ᗣづくりサー䜽䝹会員数

サー䜽䝹をどこ䜎でᢕᥱしているか
がわから䛪、ᐇែをᫎしていると
はゝいษれないことから、䛂日ᖖ的に
㐠動を⩦័にしている人の割合䛃を
指標化す䜉きとの提（䠤２䠏）をཷ
け、๐㝖

高齢化が進む中で76㻑は㞴しいと考
えることから、前期の目標್を目指
す（市民ព㆑ㄪᰝで䛂どちらともいえ
ない䛃とᅇ⟅した20㻚2㻑の1㻛2程度の
ቑຍを目指す

19㻚5㻑の༙分程度のቑຍを目指
す

⪏用年数を㉸えるᏛᰯ数

⪏㟈基準を‶たすᏛᰯ数

（䠏） 地域で⫱䜏社会で支えるᏊ⫱て・Ꮚども支援【㻔㻪_㻨㻕 不ㄪ】

Ꮚ⫱てを地域で支え䛒う㞺ᅖẼ
が䛒ると思う市民の割合

䝣䜯䝭䝸ーサ䝫ー䝖事ᴗ利用
௳数

䝣䜯䝭䝸ーサ䝫ー䝖䝉䞁䝍ー会
員Ⓩ㘓数

目標を㐩ᡂし、ᚋぢ㎸䜎れる
ものがないため、指標㡯目を๐
㝖

目標を㐩ᡂし、ᚋぢ㎸䜎れる
ものがないため、指標㡯目を๐
㝖

ⱝい人たちがここでᏊ⫱てをし
たいと思える䜎ちになって䜋しい

Ꮚ⫱てをしているての᪉にཧ
ຍして䜋しい

一人が」数ᅇ利用するሙ合も
ྵめ、ከくの人から利用して䜋し
い

人㛫ᛶ㇏に⫱ち、地域を支える
人になって䜋しい

（２）Ꮫび合い高め合って地域に活かす生ᾭᏛ⩦【㻔㼊-㼊㻕 㡰ㄪ】
▱㆑や特ᢏを地༊活動や行事で
Ⓨすることをᚰがけている市民
の割合

自Ꮫ⩦䜾䝹ー䝥数（බ民㤋
Ⓩ㘓）

生ᾭᏛ⩦指ᑟ者、䝪䝷䞁䝔䜱
䜰Ⓩ㘓者数

自Ꮫ⩦䜾䝹ー䝥会員数（බ
民㤋Ⓩ㘓）

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䝉䞁䝍ーⓏ㘓者
数

基ᮏ目標

目標指標

政⟇【２䠏年度ホ౯】

自会・⏫ෆ会や䝪䝷䞁䝔䜱䜰活
動など市民活動にཧຍすること
をᚰがけている市民の割合

１　㍤きと䛼くもりの䜎ち
（１）䝁䝭䝳䝙䝔䜱で支え合う特Ⰽ䛒る地域づくり【（-_-）横ばい】

目標್の
ぢ┤し⌮⏤

高齢者の生活上の利౽ᛶを高め、
⅏ᐖの援ຓを行えるよう、前期の
目標್を目指す

ᵝ䚻な䜿ースに対ᛂできるよう、
前期の目標್を目指す

ከくの人が▱㆑やᢏ⬟をⓎするこ
とで、ᚋからᏛ⩦する人たちの㑅ᢥ
⫥がቑえる

䜾䝹ー䝥数䛭のものより、ᅋయの㉁
のྥ上をᅗるため、２１年度の水準
を目指す

会員ቑにより、ྛᅋయの活動が
活Ⓨになって䜋しい

（㡰ㄪに᥎移していることから）

前期の目標

（４） 次௦をᢸうᏊどものᡂ㛗を支えるᏛᰯᩍ⫱【㻔㼊-㼊㻕 㡰ㄪ】

Ꮚどもが地༊でのびのびと
⫱っていると思う市民の割合
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150人 維持

121人 105人 101人 98人 99人 114人 150人

50人 維持

42人 41人 48人 43人 50人 47人 50人

170人 190人

134人 149人 216人 256人 237人 237人 250人

450人 維持

364人 434人 471人 482人 451人 451人 450人

5年間で5
件

10年間で
10件

0件 1件 1件 1件 2件 2件 7件

330隻 350隻

277隻 263隻 214隻 171隻 203隻 203隻 350隻

547,000ｔ 571,000ｔ

483,562ｔ 333,450ｔ 571,000ｔ

5年間で10
件

10年間で
15件

3件 5件 6件 6件 9件 11件 15件

県平均に近
づける

県平均を上
回る

0.40倍 0.54倍 0.48倍 0.35倍 0.45倍 0.57倍
県平均を上

回る

維持

有効求人倍率

新規高卒者の就職内定率

（１）環境を核とした活力ある産業創出【（-_-）横ばい】

資源リサイクル関連新設・増
設企業数

能代港の貨物量（能代火力
発電所専用桟橋を除く）

地域の資源を活用した商品や製
品を利用することを心がけている
市民の割合

能代港の外港・内港商船入港船
舶数（能代火力発電所専用桟橋
を除く）

５年間の実績を踏まえ、当初の目標
値設定の考え方を踏襲し、年間１件
の増加を目指す

目標を高く、地産地消を実現す
る

汚染土壌の荷揚げの増加が必
要

汚染土壌の荷揚げの増加が必
要

（順調に推移していることから）

引き続き県平均を上回る

現状を維持する

優良競技者・団体表彰数（栄
光賞）

スポーツ少年団認定指導者
数

バスケの街を他に誇れると思
う市民の割合

（10）認め合い支え合う社会づくり【(^-^) 順調】
一人ひとりの個性や能力を発揮
できる地域になっていると思う市
民の割合

（２） 雇用を産み出す企業立地【（-_-）横ばい】

新設・増設企業数（リサイクル
関連企業数を含む）

前期の目標値を目指す

必要人員、教育のできる値とし
て妥当

（順調に推移していることから）

H22に水準を目指す（過去５年間
で最高）

目標値の水準を維持する

Ｈ１９の基準値は国体の盛り上
がりを受けたものと考えられる

実績値の推移から、３０％（前期で定
めた２９年度の目標値）の半分が妥
当

文化財保護協会の会員数

２　元気とうるおいのまち

檜山歴史ガイドの会会員数

（９）だれもが気軽に楽しめるスポーツ【(^-^) 順調】

スポーツに親しんでいる市民
（週一回以上）の割合

－ －

－

10%減 20%減

県平均に近づ
ける

県平均に近づ
ける

県平均を下回
ることを目指

す

－ －

－ － － － －

5%増 10%増

391人 396人 388人 400人 394人 357人 400人

5%増 10%増

40,029人 41,824人 38,252人 38,376人 39,320人 41,959人 44,032人

13人 13人以上

0人 1人 4人 9人 12人 20人 40人

70人 80人

63人 72人 71人 48人 38人 － －

－ －

－ 119人 105人 89人 83人 80人 100人

6,000人 6,500人

5,148人 5,243人 5,641人 4,863人 4,797人 5,023人 6,000人

285団体 310団体

257団体 276団体 278団体 269団体 263団体 263団体 280団体

4,500人 4,600人

4,249人 4,529人 4,504人 4,140人 4,667人 4,667人 5,000人

20団体 維持

19団体 19団体 19団体 19団体 19団体 19団体 20団体

１（２）再掲

１（２）再掲

手話サークル登録者数（ボラ
ンティアセンター）

ボランティアセンター登録者
数

公共施設等のバリアフリー化
の６項目クリア率

（８）ふるさとの誇りを受け継ぐ文化・芸術【（-_-）横ばい】

聴覚障害に特化しているため新
指標に→削除

障がい者支援ボランティア団
体登録者数

毎年４人程度（８０人×５％）の
増加を目指す

H24から３％程度の増加を目指
す

少子高齢化の実態を踏まえ、担い手
が少ない現状から、計画策定時の
水準を目指す

１団体の増加が適当

シルバー人材センターの就業
延人員

（７）地域で社会で自立する障がい者【（-_-）横ばい】
障害者計画に基づき入所施
設から地域生活へ移行する
人数

事業所における障がい者雇
用率

障がいを持つ人も社会参加
できる環境が整っていると思
う市民の割合

（変更なし）

国の基本方針や市の計画によ
る

（変更なし）

前期の目標値を基準に毎年１％
程度の増加を目指す

喫煙率

（６）地域で活躍する元気な高齢者【(>_<) 不調】

高齢者人口に対する自立高
齢者率

自治会・町内会やボランティア活動
など市民活動に参加することを心
がけている市民（高齢者）の割合

シルバー人材センターの登録
会員数

自殺死亡率（人口10万人対）

がん死亡率（人口10万人対）

週３回以上運動・スポーツに
親しんでいる人の割合

年２％の増加を目指す

（変更なし）

（変更なし）

年１％の減少を目指す

介護予防を進める

市民意識調査の「どちらともいえ
ない」と回答した人の半分程度
の増加を目指す

２４実績値の１０％程度の増加を
目指す

能代市民俗芸能連合会加盟
団体数

１（１）再掲

地区の祭りや七夕・民俗芸能
などへ参加を心がけている市
民の割合

自主学習グループ数（公民館
登録）

自主学習グループ会員数（公
民館登録）
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544䡃 544䡃以下

642䡃 591䡃 537䡃 539䡃 536䡃 525䡃 500䡃

7㻘100人 7㻘600人

6㻘269人 7㻘818人 8㻘282人 7㻘604人 11㻘788人 11㻘788人 8㻘000人

維持

61ᡞ 60ᡞ

62ᡞ 62ᡞ 62ᡞ 62ᡞ 62ᡞ 61ᡞ 60ᡞ

4人 3人

5人 3人 4人 3人 3人 4人 0人

550௳ 500௳

610௳ 602௳ 541௳ 519௳ 345௳ 317௳ 280௳

16㻚0人 18㻚0人

14㻚1人 14㻚5人 13㻚5人 12㻚5人 12㻚6人 13㻚0人 18㻚0人

維持

－ －

5㻘475人 6㻘291人 6㻘337人 5㻘950人 5㻘950人 䊻

－

Ꮫᰯでの指ᑟをᙉ化し、ᑡ年≢
⨥のῶᑡを目指す。

ᐇ⦼により、現状್から䠌䠊䠔䠂
のቑຍを目指す。

ᐇ⦼により、現状್から䠌䠊４䠂
程度のቑຍを目指す。

䝤䝻ー䝗䝞䞁䝗ୡᖏ䜹䝞ー率

中ᚰ市⾤地活ᛶ化重Ⅼ༊域
の✵きᗑ⯒率

（４） ᛌ適でᬽらしやすい住⎔ቃ【㻔㼊-㼊㻕 㡰ㄪ】

水㐨ᬑ及率

ở水ฎ⌮人口ᬑ及率

㣧用水の☜保や生活水のฎ
⌮など、⾨生的な生活⎔ቃは維
持されていると思う市民の割合

㝖㞷やΎᤲ活動など、近ᡤや自
会・⏫ෆ会などで༠ຊし䛒うయ制が
ᩚっていると思う市民の割合

ᕠᅇ䝞スの１౽ᖹᆒ利用者
数

（䠏） 効ᯝ的でㄪのとれたᅵ地利活用【㻔㻪_㻨㻕 不ㄪ】

目標を㐩ᡂしたことから、㡯目を
๐㝖。

これ䜎でで᭱も高かった㻴20の
水準を目指す。

ከくの᪉に利用して䜋しいため、
目標を維持。

㻴19の水準を維持。

䝒地༊⡆᫆水㐨や㐨地・ᶵ⧊り
地༊の一㒊ຍධ等をぢ㎸䜏、９䠌䠂
を目指す。

計画ど䛚り᥎移していくと思う。（ᐇ
⦼್の᥎移から、さらに１䠏䠂程度
のቑຍを目指す）

ᴫ䛽㡰ㄪに᥎移していることか
ら。

防⅏カ⦎ཧຍ者数

ᾘ防ᅋ員の定員の㊊率

がけ地近᥋等の༴㝤住Ꮿの
ᡞ数

⬟௦㆙ᐹ⨫⟶ෆの㏻事ᨾ
Ṛ者数

（䠔） 資※をษにし社会を持⥆できる⾨生⎔ቃ【（-_-）横ばい】
１人１日䛒たりᐙᗞ⣔䛤䜏
ฟ㔞（䝸サ䜲䜽䝹できるものを
㝖く）

㝈り䛒る資※をษにするため、
⣬㢮などを資※䛤䜏に分ูする
ことをᚰがけている市民の割合

（１） 安なᬽらしをᏲる防⅏・防≢య制【㻔㼊-㼊㻕 㡰ㄪ】

⅏ᐖなどもしものሙ合にᬑẁ
からഛえることをᚰがけてい
る市民の割合

䠏　安と安ᚰの䜎ち

㝈⏺䜎で᮶ているが、さらに年５
䡃ῶらすことを目指す。

高い水準で᥎移してきているた
め、年１䠂のቑຍを目指す。

ᮍ᭯᭷の⅏ᐖをዎᶵとしても５䠌䠂
が᭱。目標としては㝈⏺と思われ
るため、ព㆑を維持す䜉き。

㟈⅏により防⅏ព㆑はྥ上している
ため。䈜ただし、㻴23は⬟௦市でᮾ
地༊水防カ⦎がᐇ施されたことも
考៖する）。

ᅜᖹᆒを目指す。

༴㝤住Ꮿのῶᑡを目指す。

䝊䝻を目指したい。

㐨㊰のᩚഛᘏ㛗（⯒率）

⬟௦㆙ᐹ⨫⟶ෆの≢⨥௳数

中ᚰ市⾤地のṌ行者・自㌿
車の㏻行㔞

中ᚰ市⾤地活ᛶ化計画に䛚け
る目標್を用する。

（２） ᶵ⬟的で利用しやすい㐨㊰・㏻䝛䝑䝖䝽ー䜽【（-_-）横ばい】

㐨㊰のᩚഛᘏ㛗（ᨵⰋ率）

740㎡ 維持

745㎡ 714㎡ － － － － －

－ －

－ － － 1,287百万円 1,097百万円 1,287百万円 1,500百万円

増加に努
める

23,000百万円 維持

22,782百万円 20297百万円 18523百万円 15485百万円 15,485百万円 15,000百万円

13,000人 15,000人

10,975人 9,866人 9,612人 9,317人 7,433人 7,740人 11,000人

2件 5件

0件 0件 0件 1件 1件 1件 5件

750㎥ 500㎥

970㎥ 849㎥ 1,550㎥ 1,536㎥ 1,646㎥ 2,488㎥ 2,500㎥

維持

維持

1,600,000人 1,800,000人

1,397,546人 1,391,127人 1,362,396人 1,491,288人 1,410,593人 1410,593人 1,800,000人

第２ステージ、エ
コアクション部門
の合格

着実にレベ
ルを上げる

第１ステー
ジの合格

第１ステー
ジの合格

第１ステー
ジの合格

第１ステー
ジの合格

第１ステー
ジの合格 － －

－ － －

－ － － 12団体 17団体 17団体 30団体

前期で定めた２９年度目標を目
指す。

現状にとどめる目標を掲げるべ
き

基準年に近づける

70%は高すぎる。実績値の推移
が横ばいのため、60%とする。

これ以上空き店舗を増やすこと
はできない。現状を維持していく
こと。

おなごりや花火大会等、アピー
ルの仕方を工夫することで伸び
ていくと思う。

実績値が横ばいで推移している
ことから。

大型バス等の道路事情や駐車場の
整備状況が改善されること。イベント
により意識は上がる

クリーンパートナー制度をさらに周知
しながら増加を目指す。（環境基本
計画の見直しでは２５団体以上を目
標に掲げる予定であることを踏まえ
る）

（７）  自然と共生し地域で支える環境保全【（-_-）横ばい】
米代川やきみまち阪、風の松原
などの豊かな自然は、他に誇れ
ると思う市民の割合

のしろクリーンパートナー登
録団体数

環境自治体スタンダード
（LAS-E）の合格ステージ

（5） まちのにぎわいをつくり出す商業【（-_-）横ばい】
地元商店街や近所の商店を利用
することを心がけている市民の割
合

商店街の空き店舗率

（６） 豊かな自然とその恵みを活かす観光【（-_-）横ばい】

市役所内部のことで、市民には
意味がよくわからないことから、
分かりやすい指標とすべきとの
意見により、削除。

担い手農地集積率（個人・集
団を含む）

戦略作目５品目の生産出荷
額

野菜作付面積

（３）力強くて持続する農業【（-_-）横ばい】

県の調査が終了したため削除

木のぬくもりや木のまちとしての
雰囲気があると思う市民の割合

木の学校利用者数

共同研究等（委託を含む）で
実際に商品化できた件数

漁獲高（海）

地元産の農産物は安全でお
いしいと思う市民の割合

学校給食で使用している野菜
類のうち秋田県産の割合

（４）山・川を生かす林業・木材産業・水産業【(>_<) 不調】

木材製品出荷額

観光客入込客数

豊かな自然や特色ある郷土
料理など、他に誇れる観光資
源があると思う市民の割合

松くい虫被害量

増額を目指す

能代市農業経営基盤強化促進基本
構想において、32年度末目標が62%
とされたため

過去最高水準のさらなる上積を
目指す

近年の実績を踏まえ、伸びしろ
の余地として70%を目指す

近年の実績を踏まえ、少なくとも
現在の水準を維持したい

前期の目標値を目指す

基準年の水準まで回復を図る
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後期基本計画の策定の経緯 
 
年 月 日 事 項 
Ｈ

Ｈ

 

第１回総合計画推進会議 
第１回能代市総合計画市民協働会議 
第２回能代市総合計画市民協働会議 
第１回運営グループ会議 
第３回能代市総合計画市民協働会議 
第２回運営グループ会議 
第４回能代市総合計画市民協働会議 
第３回運営グループ会議 
第２回総合計画推進会議 
第５回能代市総合計画市民協働会議 
第４回運営グループ会議 
第６回能代市総合計画市民協働会議 
第５回運営グループ会議 
第６回運営グループ会議 
第７回能代市総合計画市民協働会議 
市議会全員協議会 
後期基本計画案に関するパブリックコメントの募集（～2.25、0件） 
後期基本計画を決定 

 

維持

－ －

維持

－ －

－ － －

－

－ － －

－

494人
440人以

下

634人 607人 573人 557人 540人 516人 428人

維持

維持

維持

維持

（７）  効率的で住民サービスに資する行財政基盤【（-_-）横ばい】

市職員は日頃仕事をよくやっ
ていると思う市民の割合

市の財政状況などについて情報
提供が行われていると思う市民
の割合

定員適正化計画に基づく職
員数

市税の収納率（現年度分）
個人市民税

法人市民税

固定資産税

軽自動車税

身近なかかりつけ薬局を持っ
ている市民の割合

（６）　不安のない生活を支える社会保障制度【（-_-）横ばい】

要介護２～５に対する介護三
施設等利用者の割合

高齢者人口に対する自立高
齢者率

介護三施設と地域密着型特
養の利用者に対する要介護
４・５の割合

認定者のうち、要介護２～５
の割合

（指標として適当でないと考える
ことから、新指標に移行）

（指標として適当でないと考える
ことから、新指標に移行）

前期で定めた２９年度目標を目
指す。

高齢化が進む中で、要支援・要介護
と認定されても、できるだけ中・重度
に移行しないことを目指す。要支援
１、２及び要介護１と、要介護２～５
の割合を同程度で維持する。

（介護予防を進める上での目安
として）

前期で定めた２９年度目標を目
指す。

第２次定員適正化計画に基づ
く。

（一定の水準を維持することを目
指す）

（一定の水準を維持することを目
指す）

（一定の水準を維持することを目
指す）

身近なかかりつけ医を持って
いる市民の割合

前期で定めた２９年度目標を目
指す。

（一定の水準を維持することを目
指す）

前期で定めた２９年度目標を目
指す。
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　市町村別人口推計
単位：人

年

市町村

秋田県（合計）

秋田市

能代市

横手市

大館市

男鹿市

湯沢市

鹿角市

由利本荘市

潟上市

大仙市

北秋田市

にかほ市

仙北市

小坂町

上小阿仁村

藤里町

三種町

八峰町

五城目町

八郎潟町

井川町

大潟村

美郷町

羽後町

東成瀬村

　　　 「統計から見た秋田県の人口」（平成22年 秋田県学術国際部調査統計課）
単位：人

平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年

秋田市

人口５万人以上の市

上記以外の市

町村

合計

単位：％

秋田市

人口５万人以上の市

上記以外の市

町村
※割合については、端数処理の関係で合計が100.0にならないことがある。

平成32年 平成37年 平成42年 平成47年

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将来推計人口」（平成20年12月推計）

平成22年 平成27年
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